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(57)【要約】
【課題】バッテリを効率的に使用する。
【解決手段】撮像装置は、算出部および制御部を具備す
る撮像装置である。この撮像装置が具備する算出部は、
所定期間における複数の機能に関する消費電力を機能毎
に算出するものである。また、撮像装置が具備する制御
部は、その算出部により算出された機能毎の消費電力と
、複数の機能のうちの所定数の機能に関する消費電力を
抑制するための対策とを、表示部に表示させるための制
御を行うものである。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定期間における複数の機能に関する消費電力を機能毎に算出する算出部と、
　前記算出された機能毎の消費電力と、前記複数の機能のうちの所定数の機能に関する消
費電力を抑制するための対策とを表示部に表示させるための制御を行う制御部と
を具備する撮像装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記複数の機能のうちの所定条件を満たす機能に係る前記対策を前記表
示部に表示させるための制御を行う請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記算出された消費電力が所定値を基準として大きい１または複数の機
能を前記所定条件を満たす機能とし、前記所定条件を満たす機能に係る前記対策を前記表
示部に表示させるための制御を行う請求項２記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記算出された消費電力を機能毎に識別可能に前記表示部に表示させる
ための制御を行う請求項１記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記撮像装置に内蔵または装着されているバッテリ残量が所定値を基準
として少ない場合に、前記機能毎の消費電力と前記所定数の機能に係る前記対策とを前記
表示部に表示させるための制御を行う請求項１記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記撮像装置に内蔵または装着されているバッテリ残量が所定値を基準
として少ない場合に、前記機能毎の消費電力と前記所定数の機能に係る前記対策とを前記
表示部に表示させる第１操作と、１または複数の機能に関する消費電力を自動で抑制する
ための特定モードを設定する第２操作との何れかを行うための操作画面を前記表示部に表
示させるための制御を行う請求項１記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記複数の機能は、ユーザ操作により停止または変更可能な機能である請求項１記載の
撮像装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記機能毎の消費電力と前記所定数の機能に係る前記対策とを前記表示
部に表示させた後に、前記複数の機能のうちの所望の機能を停止させる停止操作を行うた
めの停止操作画面を前記表示部に表示させるための制御を行う請求項１記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記所定数の機能に係る前記停止操作を行うための操作領域と、他の機
能に係る前記停止操作を行うための操作領域とが異なる表示態様となるように前記停止操
作画面を前記表示部に表示させるための制御を行う請求項８記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記算出部は、前記所定期間として複数の期間における前記機能毎の消費電力を当該期
間毎に算出し、
　前記制御部は、前記複数の期間のうち、ユーザ操作により選択された期間について算出
された前記機能毎の消費電力を前記表示部に表示させるための制御を行う
請求項１記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記撮像装置に内蔵または装着されているバッテリ残量が所定値を基準
として少ない場合に、前記算出された消費電力が所定値を基準として大きい１または複数
の機能に関する消費電力を自動で抑制するための特定モードを設定するための制御を行う
請求項１記載の撮像装置。
【請求項１２】
　所定期間における複数の機能に関する消費電力を機能毎に算出する算出手順と、
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　前記算出された機能毎の消費電力と、前記複数の機能のうちの所定数の機能に関する消
費電力を抑制するための対策とを表示部に表示させる表示手順と
を具備する撮像装置の制御方法。
【請求項１３】
　所定期間における複数の機能に関する消費電力を機能毎に算出する算出手順と、
　前記算出された機能毎の消費電力と、前記複数の機能のうちの所定数の機能に関する消
費電力を抑制するための対策とを表示部に表示させる表示手順と
をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、撮像装置に関する。詳しくは、バッテリを用いて各動作を行う撮像装置およ
びその制御方法ならびに当該方法をコンピュータに実行させるプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被写体を撮像して画像（画像データ）を生成し、この生成された画像を画像コン
テンツ（画像ファイル）として記録する撮像装置が普及している。また、近年では、ユー
ザが容易に携帯することができる小型の撮像装置が普及している。このような携帯可能な
撮像装置は、バッテリを用いて各動作を行うものが多いため、バッテリを効率的に使用す
ることが重要となる。
【０００３】
　例えば、バッテリの使用可能時間を動作モード毎に算出し、バッテリ残量および各動作
モードのそれぞれに対応する使用可能時間を表示する電子機器が提案されている（例えば
、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－１３３４８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述の従来技術では、バッテリ残量および各使用可能時間が表示されるため、例えば、
ユーザは、そのバッテリ残量および各使用可能時間を確認しながら、撮像動作を行うこと
ができる。
【０００６】
　ここで、撮像装置を用いて撮像動作を行う場合には、各ユーザによって使用する機能等
が異なるため、使用するユーザによって単位時間当たりの消費電力が異なることが多い。
このため、撮像装置を使用するユーザに応じて適切な対策をとることにより、バッテリを
効率的に使用することが重要である。
【０００７】
　本技術はこのような状況に鑑みて生み出されたものであり、バッテリを効率的に使用す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本技術は、上述の問題点を解消するためになされたものであり、その第１の側面は、所
定期間における複数の機能に関する消費電力を機能毎に算出する算出部と、上記算出され
た機能毎の消費電力と、上記複数の機能のうちの所定数の機能に関する消費電力を抑制す
るための対策とを表示部に表示させるための制御を行う制御部とを具備する撮像装置およ
びその制御方法ならびに当該方法をコンピュータに実行させるプログラムである。これに
より、所定期間における複数の機能に関する消費電力を機能毎に算出し、この算出された
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機能毎の消費電力と、複数の機能のうちの所定数の機能に関する消費電力を抑制するため
の対策とを表示させるという作用をもたらす。
【０００９】
　また、この第１の側面において、上記制御部は、上記複数の機能のうちの所定条件を満
たす機能に係る上記対策を上記表示部に表示させるための制御を行うようにしてもよい。
これにより、複数の機能のうちの所定条件を満たす機能に係る対策を表示させるという作
用をもたらす。
【００１０】
　また、この第１の側面において、上記制御部は、上記算出された消費電力が所定値を基
準として大きい１または複数の機能を上記所定条件を満たす機能とし、上記所定条件を満
たす機能に係る上記対策を上記表示部に表示させるための制御を行うようにしてもよい。
これにより、算出された消費電力が所定値を基準として大きい１または複数の機能を所定
条件を満たす機能とし、所定条件を満たす機能に係る対策を表示させるという作用をもた
らす。
【００１１】
　また、この第１の側面において、上記制御部は、上記算出された消費電力を機能毎に識
別可能に上記表示部に表示させるための制御を行うようにしてもよい。これにより、算出
された消費電力を機能毎に識別可能に表示させるという作用をもたらす。
【００１２】
　また、この第１の側面において、上記制御部は、上記撮像装置に内蔵または装着されて
いるバッテリ残量が所定値を基準として少ない場合に、上記機能毎の消費電力と上記所定
数の機能に係る上記対策とを上記表示部に表示させるための制御を行うようにしてもよい
。これにより、バッテリ残量が所定値を基準として少ない場合に、機能毎の消費電力と所
定数の機能に係る対策とを表示させるという作用をもたらす。
【００１３】
　また、この第１の側面において、上記制御部は、上記撮像装置に内蔵または装着されて
いるバッテリ残量が所定値を基準として少ない場合に、上記機能毎の消費電力と上記所定
数の機能に係る上記対策とを上記表示部に表示させる第１操作と、１または複数の機能に
関する消費電力を自動で抑制するための特定モードを設定する第２操作との何れかを行う
ための操作画面を上記表示部に表示させるための制御を行うようにしてもよい。これによ
り、バッテリ残量が所定値を基準として少ない場合に、機能毎の消費電力と所定数の機能
に係る対策とを表示させる第１操作と、１または複数の機能に関する消費電力を自動で抑
制するための特定モードを設定する第２操作との何れかを行うための操作画面を表示させ
るという作用をもたらす。
【００１４】
　また、この第１の側面において、上記複数の機能を、ユーザ操作により停止または変更
可能な機能とするようにしてもよい。これにより、ユーザ操作により停止または変更可能
な機能に関する消費電力と、その機能に関する消費電力を抑制するための対策とを表示さ
せるという作用をもたらす。
【００１５】
　また、この第１の側面において、上記制御部は、上記機能毎の消費電力と上記所定数の
機能に係る上記対策とを上記表示部に表示させた後に、上記複数の機能のうちの所望の機
能を停止させる停止操作を行うための停止操作画面を上記表示部に表示させるための制御
を行うようにしてもよい。これにより、機能毎の消費電力と所定数の機能に係る対策とを
表示させた後に、複数の機能のうちの所望の機能を停止させる停止操作を行うための停止
操作画面を表示させるという作用をもたらす。
【００１６】
　また、この第１の側面において、上記制御部は、上記所定数の機能に係る上記停止操作
を行うための操作領域と、他の機能に係る上記停止操作を行うための操作領域とが異なる
表示態様となるように上記停止操作画面を上記表示部に表示させるための制御を行うよう
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にしてもよい。これにより、所定数の機能に係る停止操作を行うための操作領域と、他の
機能に係る停止操作を行うための操作領域とが異なる表示態様となるように、停止操作画
面を表示させるという作用をもたらす。
【００１７】
　また、この第１の側面において、上記算出部は、上記所定期間として複数の期間におけ
る上記機能毎の消費電力を当該期間毎に算出し、上記制御部は、上記複数の期間のうち、
ユーザ操作により選択された期間について算出された上記機能毎の消費電力を上記表示部
に表示させるための制御を行うようにしてもよい。これにより、複数の期間における機能
毎の消費電力をその期間毎に算出し、複数の期間のうち、ユーザ操作により選択された期
間について算出された機能毎の消費電力を表示させるという作用をもたらす。
【００１８】
　また、この第１の側面において、上記制御部は、上記撮像装置に内蔵または装着されて
いるバッテリ残量が所定値を基準として少ない場合に、上記算出された消費電力が所定値
を基準として大きい１または複数の機能に関する消費電力を自動で抑制するための特定モ
ードを設定するための制御を行うようにしてもよい。これにより、バッテリ残量が所定値
を基準として少ない場合に、算出された消費電力が所定値を基準として大きい１または複
数の機能に関する消費電力を自動で抑制するための特定モードを設定するという作用をも
たらす。
【発明の効果】
【００１９】
　本技術によれば、バッテリを効率的に使用することができるという優れた効果を奏し得
る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本技術の第１の実施の形態における撮像装置１００を用いて動画の撮像動作が行
われている状態を示す図である。
【図２】本技術の第１の実施の形態における撮像装置１００の内部構成例を示すブロック
図である。
【図３】本技術の第１の実施の形態における撮像装置１００の機能構成例を示すブロック
図である。
【図４】本技術の第１の実施の形態における定格消費電力情報記憶部３００の記憶内容の
一例を模式的に示す図である。
【図５】本技術の第１の実施の形態における動作指令情報記憶部３１０の記憶内容の一例
を模式的に示す図である。
【図６】本技術の第１の実施の形態における消費電力算出部２７０により算出される各機
能の動作時間および各機能の消費電力の一例を簡略化して示す図である。
【図７】本技術の第１の実施の形態における対策情報記憶部３２０の記憶内容の一例を模
式的に示す図である。
【図８】本技術の第１の実施の形態におけるバッテリ情報取得部２６０により取得される
バッテリ残量の遷移を簡略化して示す図である。
【図９】本技術の第１の実施の形態における表示部１３２に表示されるバッテリ残量通知
画面の一例を示す図である。
【図１０】本技術の第１の実施の形態における表示部１３２に表示される省エネ奨励画面
の一例を示す図である。
【図１１】本技術の第１の実施の形態における表示部１３２に表示される停止機能選択画
面および撮像動作画面の一例を示す図である。
【図１２】本技術の第１の実施の形態における撮像装置１００による表示処理の処理手順
の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
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　以下、本技術を実施するための形態（以下、実施の形態と称する）について説明する。
説明は以下の順序により行う。
　１．第１の実施の形態（表示制御：複数の機能に関する消費電力を機能毎に表示すると
ともに消費電力を抑制するための対策を機能毎に表示する例）
　２．変形例
【００２２】
　＜１．第１の実施の形態＞
　［撮像装置の使用例］
　図１は、本技術の第１の実施の形態における撮像装置１００を用いて動画の撮像動作が
行われている状態を示す図である。
【００２３】
　図１（ａ）には、撮像装置１００を手に持った状態でユーザ１０が動画の撮像動作を行
っている状態を示す。図１（ａ）に示すように、撮像装置１００を手に持った状態でユー
ザ１０が動画の撮像動作を行っている場合には、ユーザ１０が自由に動くことができるた
め、所望の位置に移動しながら、動画の撮像動作を行うことができる。しかしながら、こ
のように動画の撮像動作を行っている場合には、手振れが生じるため、手振れ補正機能が
動作していることが多くなると想定される。
【００２４】
　図１（ｂ）には、撮像装置１００を三脚２０に固定した状態で動画の撮像動作を行って
いる状態を示す。図１（ｂ）に示すように、撮像装置１００を三脚２０に固定した状態で
動画の撮像動作を行っている場合には、手振れがほとんど生じないため、手振れ補正機能
が動作していることが少ないと想定される。
【００２５】
　ここで、例えば、図１（ａ）に示すように、撮像装置１００を手に持った状態でユーザ
１０が動画の撮像動作を行っている場合において、撮像装置１００のバッテリの残量が少
なくなった場合を想定する。この場合には、ユーザ１０は、例えば、バッテリ残量表示を
見ながら撮像動作を継続して行ったり、電源をオフしたりして、撮像動作中におけるバッ
テリ切れを防止することが想定される。この場合に、例えば、バッテリの消費電力を抑制
するための有効な対策をユーザ１０が容易に知ることができれば、ユーザ１０が所望する
時間だけ撮像動作を行うことができる可能性が高まると想定される。
【００２６】
　例えば、図１（ａ）に示すように、撮像装置１００を手に持った状態でユーザ１０が動
画の撮像動作を行っている場合において、手振れ補正機能が頻繁に動作している場合には
、バッテリの消費電力が比較的多くなると想定される。このような場合には、図１（ｂ）
に示すように、撮像装置１００を三脚２０に固定した状態で動画の撮像動作を行うことに
より、手振れ補正機能の動作を低減させることができると想定される。
【００２７】
　そこで、本技術の第１の実施の形態では、撮像装置１００のバッテリ残量が少なくなっ
た場合に、それまでの間の機能毎のバッテリ消費電力を把握するとともに、バッテリの消
費電力を少なくするための有効な対策を容易に把握することができる例を示す。
【００２８】
　［撮像装置の内部構成例］
　図２は、本技術の第１の実施の形態における撮像装置１００の内部構成例を示すブロッ
ク図である。
【００２９】
　撮像装置１００は、撮像装置本体１０１およびバッテリパック１０２を備える。バッテ
リパック１０２は、撮像装置本体１０１に着脱自在に装着され、接続端子（図示せず）を
介して電源を撮像装置本体１０１に供給するバッテリパックである。また、撮像装置１０
０は、例えば、被写体を撮像して画像データ（画像）を生成し、この生成された画像デー
タを画像コンテンツ（静止画コンテンツまたは動画コンテンツ）として記録するデジタル
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ビデオカメラにより実現される。
【００３０】
　撮像装置本体１０１は、マイクロコンピュータ１１０と、不揮発性メモリ１２０と、入
出力部１３０と、撮像処理部１４０とを備える。なお、撮像処理部１４０は、ズーム制御
部、フォーカス制御部、モニタ制御部、フラッシュ制御部、撮像素子系制御部、画像処理
制御部等であるが、ここでの図示およびその詳細な説明を省略する。
【００３１】
　マイクロコンピュータ１１０は、不揮発性メモリ１２０と、入出力部１３０と、撮像処
理部１４０とに接続され、これらを制御するものである。また、マイクロコンピュータ１
１０は、撮像装置本体１０１の外部機器（例えば、バッテリパック１０２）との間でシリ
アル通信を行う。
【００３２】
　不揮発性メモリ１２０は、各制御情報、画像情報処理等の作業メモリとして使用される
メモリである。また、不揮発性メモリ１２０には、各機能の消費電力に関する情報や撮像
動作に関する情報等が記憶される。なお、不揮発性メモリ１２０の記憶内容については、
図４、図５等を参照して詳細に説明する。
【００３３】
　入出力部１３０は、各種画像を表示するとともに、表示面（表示部１３２の表示面）に
近接または接触する物体の検出状態に基づいてユーザからの操作入力を受け付けるもので
あり、操作受付部１３１および表示部１３２を備える。なお、入出力部１３０は、タッチ
スクリーンまたはタッチパネルとも称される。
【００３４】
　操作受付部１３１は、ユーザにより行われた操作を受け付ける操作受付部であり、受け
付けられた操作内容に応じた制御信号（操作信号）をマイクロコンピュータ１１０に出力
する。例えば、操作受付部１３１として、導電性を有する物体（例えば、人物の指）の接
触または近接を、静電容量の変化に基づいて検出する静電式（静電容量方式）のタッチパ
ネルを用いることができる。なお、本技術の第１の実施の形態では、入出力部１３０にお
ける操作受付部１３１のみを示すが、撮像装置１００が備える他の操作部材を用いて各操
作を行うようにしてもよい。
【００３５】
　表示部１３２は、マイクロコンピュータ１１０の制御に基づいて各画像を表示する表示
パネルである。表示部１３２には、例えば、撮像動作に関する各種操作を行うための表示
画面（例えば、図９乃至図１１に示す表示画面）や、撮像処理部１４０から出力された画
像（いわゆる、スルー画像）が表示される。また、表示部１３２には、例えば、不揮発性
メモリ１２０に記憶されている画像コンテンツ（例えば、静止画ファイルまたは動画ファ
イル）が表示される。例えば、表示部１３２として、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）
、有機ＥＬ（Electro Luminescence）パネル等の表示パネルを用いることができる。
【００３６】
　バッテリパック１０２は、マイクロコンピュータ１５０と、不揮発性メモリ１６０と、
バッテリセル１７０とを備える。
【００３７】
　マイクロコンピュータ１５０は、不揮発性メモリ１６０およびバッテリセル１７０に接
続され、これらを制御するものである。また、マイクロコンピュータ１５０は、バッテリ
パック１０２の外部機器（例えば、撮像装置本体１０１）との間でシリアル通信を行う。
【００３８】
　不揮発性メモリ１６０は、各制御情報等の作業メモリとして使用されるメモリである。
【００３９】
　バッテリセル１７０は、リチウムイオン電池等のバッテリセルである。
【００４０】
　ここで、バッテリパック１０２が撮像装置本体１０１のバッテリボックスに挿入される
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と、バッテリパック１０２側の接続端子のそれぞれが、撮像装置本体１０１側の接続端子
に接続される。この各接続端子の接続により、バッテリパック１０２から撮像装置本体１
０１に電源が供給される。
【００４１】
　また、バッテリパック１０２側の接続端子が撮像装置本体１０１側の接続端子に接続さ
れることにより、撮像装置本体１０１側のマイクロコンピュータ１１０とバッテリパック
１０２側のマイクロコンピュータ１５０との間でシリアル通信を行うことが可能となる。
すなわち、撮像装置本体１０１およびバッテリパック１０２間で相互に情報のやり取りを
行うことができる。このため、撮像装置本体１０１に異なったバッテリパックが装着され
た場合でも、撮像装置本体１０１は、バッテリの機種、バッテリの仕様、バッテリ残量等
の把握を行うことができる。なお、バッテリパック１０２については、撮像装置１００に
内蔵するようにしてもよい。
【００４２】
　また、マイクロコンピュータ１５０は、電流検出抵抗の電位差を測定し、バッテリセル
１７０に流れ込んだ電流およびバッテリセル１７０から流れ出した電流を一定周期で計算
する。そして、マイクロコンピュータ１５０は、それらの電流を積算して現在使用可能な
バッテリの電流量を計算し、この計算結果をマイクロコンピュータ１１０に出力する。
【００４３】
　［撮像装置の機能構成例］
　図３は、本技術の第１の実施の形態における撮像装置１００の機能構成例を示すブロッ
ク図である。
【００４４】
　撮像装置１００は、操作受付部１３１と、表示部１３２と、撮像部２１０と、画像処理
部２２０と、記録制御部２３０と、コンテンツ記憶部２４０と、表示制御部２５０と、バ
ッテリ情報取得部２６０と、消費電力算出部２７０と、制御部２８０とを備える。また、
撮像装置１００は、定格消費電力情報記憶部３００と、動作指令情報記憶部３１０と、対
策情報記憶部３２０とを備える。
【００４５】
　なお、操作受付部１３１および表示部１３２は、図２に示す同一符号の操作受付部１３
１および表示部１３２に対応する。また、撮像部２１０および画像処理部２２０は、図２
に示す撮像処理部１４０に対応する。また、記録制御部２３０と、表示制御部２５０と、
バッテリ情報取得部２６０と、消費電力算出部２７０と、制御部２８０とは、図２に示す
マイクロコンピュータ１１０に対応する。また、コンテンツ記憶部２４０と、定格消費電
力情報記憶部３００と、動作指令情報記憶部３１０と、対策情報記憶部３２０とは、図２
に示す不揮発性メモリ１２０に対応する。
【００４６】
　操作受付部１３１は、ユーザにより行われた操作を受け付ける操作受付部であり、受け
付けられた操作内容に応じた制御信号（操作信号）を制御部２８０に出力する。
【００４７】
　表示部１３２は、表示制御部２５０の制御に基づいて各画像を表示する表示パネルであ
る。
【００４８】
　定格消費電力情報記憶部３００は、撮像装置１００が備える各機能に関する消費電力に
関する情報（定格消費電力情報）を記憶するものであり、記憶されている定格消費電力情
報を消費電力算出部２７０に供給する。なお、定格消費電力情報記憶部３００の記憶内容
については、図４を参照して詳細に説明する。
【００４９】
　動作指令情報記憶部３１０は、撮像装置１００が備える各機能に関する指令値の履歴（
動作指令履歴情報）を記憶するものであり、記憶されている動作指令履歴情報を消費電力
算出部２７０に供給する。なお、動作指令情報記憶部３１０の記憶内容については、図５
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を参照して詳細に説明する。
【００５０】
　対策情報記憶部３２０は、撮像装置１００が備える各機能に関する消費電力を抑制する
ための有効な対策（対策情報）を記憶するものであり、記憶されている対策情報を表示制
御部２５０に供給する。なお、対策情報記憶部３２０の記憶内容については、図７を参照
して詳細に説明する。
【００５１】
　撮像部２１０は、制御部２８０の指示に基づいて、画像信号（アナログ信号）を生成す
るものであり、生成された画像信号を画像処理部２２０に出力する。具体的には、撮像部
２１０は、光学系（図示せず）を介して入射された被写体の光を電気信号に変換する撮像
素子（図示せず）と、この撮像素子の出力信号（アナログ信号）を処理するアナログ信号
処理部（図示せず）とを備える。すなわち、撮像部２１０において、光学系を介して入射
された被写体の光学像が撮像素子の撮像面に結像され、この状態で撮像素子が撮像動作を
行うことにより、アナログ信号が生成される。そして、アナログ信号処理部がそのアナロ
グ信号に対して、ノイズ除去や増幅等のアナログ処理を行うことにより画像信号が生成さ
れる。そして、生成された画像信号（アナログ信号）が画像処理部２２０に出力される。
なお、撮像素子として、例えば、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）やＣＭＯＳ（Complem
entary Metal Oxide Semiconductor）等を用いることができる。
【００５２】
　また、光学系は、被写体からの入射光を集光するレンズ群や絞りにより構成され、この
レンズ群により集光された光が絞りを介して撮像部２１０の撮像素子に入射される。また
、レンズ群は、焦点を合わせるためのフォーカスレンズや被写体を拡大するためのズーム
レンズ等により構成される。また、制御部２８０の指示に基づいて、光学系を構成する各
レンズが駆動され、被写体に対して前後に移動することにより、フォーカス機能およびズ
ーム機能が実現される。また、撮像部２１０は、手振れ補正機能がオンされている場合に
は、手振れ補正処理を行う。
【００５３】
　画像処理部２２０は、制御部２８０の指示に基づいて、撮像部２１０から出力された画
像信号（アナログ信号）をデジタル信号に変換し、この変換により生成された画像信号（
デジタル信号）について各種画像処理を施すものである。そして、画像処理部２２０は、
各種画像処理が施された画像信号（画像データ）を記録制御部２３０および表示制御部２
５０に出力する。
【００５４】
　記録制御部２３０は、制御部２８０の指示に基づいて、コンテンツ記憶部２４０に対す
る記録制御を行うものである。例えば、記録制御部２３０は、画像処理部２２０から出力
された画像（画像データ）を画像コンテンツ（静止画ファイルまたは動画ファイル）とし
てコンテンツ記憶部２４０に記録させる。
【００５５】
　コンテンツ記憶部２４０は、記録制御部２３０の制御に基づいて、各種情報（画像コン
テンツ等）を記憶する記録媒体である。なお、コンテンツ記憶部２４０は、撮像装置１０
０に内蔵するようにしてもよく、撮像装置１００から着脱可能とするようにしてもよい。
【００５６】
　表示制御部２５０は、制御部２８０の指示に基づいて、画像処理部２２０から出力され
た画像を表示部１３２に表示させるものである。例えば、表示制御部２５０は、撮像動作
に関する各種操作を行うための表示画面（例えば、図９乃至図１１に示す表示画面）や、
撮像部２１０により生成された画像（いわゆる、スルー画像）を表示部１３２に表示させ
る
【００５７】
　バッテリ情報取得部２６０は、バッテリパック１０２のバッテリ情報（例えば、バッテ
リセル１７０のバッテリ電圧）をバッテリパック１０２から取得するものであり、取得さ
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れたバッテリ情報を制御部２８０に出力する。
【００５８】
　消費電力算出部２７０は、制御部２８０の指示に基づいて、所定期間における複数の機
能に関する消費電力を機能毎に算出するものであり、算出された各機能に関する消費電力
を表示制御部２５０に出力する。また、消費電力算出部２７０は、所定期間として複数の
期間（例えば、３時間、半日、一日）における機能毎の消費電力をその期間毎に算出する
。具体的には、消費電力算出部２７０は、動作指令情報記憶部３１０の記憶内容に基づい
て、所定期間における複数の機能に関する動作時間を機能毎に算出する。そして、消費電
力算出部２７０は、算出された各機能の動作時間と、定格消費電力情報記憶部３００の記
憶内容とに基づいて、所定期間における複数の機能に関する消費電力を機能毎に算出する
。なお、各機能に関する消費電力の算出方法については、図６を参照して詳細に説明する
。また、消費電力算出部２７０は、特許請求の範囲に記載の算出部の一例である。
【００５９】
　制御部２８０は、メモリ（図示せず）に格納されている制御プログラムに基づいて撮像
装置１００における各部を制御するものである。また、制御部２８０は、指令を出した機
能に関する指令値の履歴（動作指令履歴情報）を動作指令情報記憶部３１０に順次記録す
る。
【００６０】
　例えば、制御部２８０は、消費電力算出部２７０により算出された機能毎の消費電力と
、複数の機能のうちの所定数の機能に関する消費電力を抑制するための対策とを表示部１
３２に表示させるための制御を行う。例えば、図１０に示すように、省エネ奨励画面４１
０を表示部１３２に表示させる。この場合に、制御部２８０は、複数の機能のうちの所定
条件を満たす機能に係る対策を表示部１３２に表示させるための制御を行う。すなわち、
制御部２８０は、消費電力算出部２７０により算出された消費電力が所定値を基準として
大きい１または複数の機能を所定条件を満たす機能とし、この所定条件を満たす機能に係
る対策を表示部１３２に表示させるための制御を行う。
【００６１】
　なお、複数の機能は、ユーザ操作により停止または変更可能な機能とすることができる
。例えば、ユーザ操作によりオン／オフが可能な機能、ユーザ操作により使用を低減させ
ることが可能な機能とすることができる。
【００６２】
　また、制御部２８０は、図１０の消費電力内訳表示領域４２０に示すように、消費電力
算出部２７０により算出された消費電力を機能毎に識別可能に表示部１３２に表示させる
ための制御を行う。また、制御部２８０は、複数の期間（例えば、３時間、半日、一日）
のうち、ユーザ操作により選択された期間について算出された機能毎の消費電力を表示部
１３２に表示させるための制御を行う。
【００６３】
　また、制御部２８０は、撮像装置１００に内蔵または装着されているバッテリ残量が所
定値を基準として少ない場合に、機能毎の消費電力と上記所定数の機能に係る対策とを表
示部１３２に表示させるための制御を行う。具体的には、制御部２８０は、バッテリ残量
が所定値を基準として少ない場合に、第１操作および第２操作の何れかを行うための操作
画面（例えば、図９に示すバッテリ残量通知画面４００）を表示部１３２に表示させるた
めの制御を行う。ここで、第１操作は、機能毎の消費電力と所定数の機能に係る対策とを
表示部１３２に表示させるための操作であり、例えば、図９に示す「省エネ奨励画面へ」
ボタン４０３の押下操作に対応する。また、第２操作は、１または複数の機能に関する消
費電力を自動で抑制するための特定モードを設定するための操作であり、例えば、図９に
示す「省エネモードに変更」ボタン４０４の押下操作に対応する。
【００６４】
　また、制御部２８０は、機能毎の消費電力と、所定数の機能に係る対策とを表示部１３
２に表示させた後に、複数の機能のうちの所望の機能を停止させる停止操作を行うための
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停止操作画面を表示部１３２に表示させるための制御を行う。この停止操作画面は、例え
ば、図１１に示す停止機能選択画面４３０である。この場合に、制御部２８０は、所定数
の機能に係る停止操作を行うための操作領域と、他の機能に係る停止操作を行うための操
作領域とが異なる表示態様（例えば、異なる色を付す）となるように停止操作画面を表示
部１３２に表示させるための制御を行う。
【００６５】
　［定格消費電力情報記憶部の内容例］
　図４は、本技術の第１の実施の形態における定格消費電力情報記憶部３００の記憶内容
の一例を模式的に示す図である。
【００６６】
　定格消費電力情報記憶部３００は、撮像装置１００が備える各機能に関する消費電力に
関する情報（定格消費電力情報）を記憶するものである。定格消費電力情報記憶部３００
には、機能３０１および定格消費電力３０２が関連付けて記憶されている。
【００６７】
　機能３０１は、撮像装置１００が備える各機能である。なお、本技術の第１の実施の形
態では、撮像装置１００が備える各機能として、静止画記録、動画記録、ズーム制御、フ
ォーカス制御、手振れ補正、フラッシュ制御等を一例として示す。なお、これらは、一例
であり、図４に示す機能以外の機能についても適用することができる。
【００６８】
　定格消費電力３０２は、撮像装置１００が備える各機能に関する定格消費電力（すなわ
ち、単位時間当たりの消費電力）である。なお、図４では、説明の容易のため、各定格消
費電力（単位時間当たりの消費電力）を、Ｗ１、Ｗ２、Ｗ３、Ｗ４、Ｗ５、Ｗ６（ｍＷ）
として省略して示す。
【００６９】
　［動作指令情報記憶部の内容例］
　図５は、本技術の第１の実施の形態における動作指令情報記憶部３１０の記憶内容の一
例を模式的に示す図である。
【００７０】
　動作指令情報記憶部３１０は、撮像装置１００が備える各機能に関する指令値の履歴（
動作指令履歴情報）を記憶するものである。動作指令情報記憶部３１０には、機能３１１
および動作指令履歴情報３１２が関連付けて記憶されている。
【００７１】
　機能３１１は、撮像装置１００が備える各機能である。なお、機能３１１は、図４に示
す機能３０１に対応するものである。
【００７２】
　動作指令履歴情報３１２は、撮像装置１００が備える各機能に関する指令値の履歴情報
である。なお、図５では、説明の容易のため、左右方向の時間軸に沿って、所定時間にお
ける指令値の履歴情報を「０」または「１」で示す。すなわち、「０」は、その時間帯に
指令が行われなかったことを意味し、「１」は、その時間帯に指令が行われたことを意味
する。また、動作指令履歴情報３１２のデータに基づいて、予め決められた期間に、どの
機能にどの程度時間を費やしていたかを推定することができる。この推定例を図６（ａ）
に示す。
【００７３】
　［各機能の動作時間および各機能の消費電力の算出例］
　図６は、本技術の第１の実施の形態における消費電力算出部２７０により算出される各
機能の動作時間および各機能の消費電力の一例を簡略化して示す図である。
【００７４】
　図６（ａ）には、消費電力算出部２７０により算出される各機能の動作時間の一例を示
す。すなわち、図６（ａ）には、各機能と推定動作時間との関係として、機能３１５およ
び動作時間３１６を関連付けて示す。
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【００７５】
　上述したように、消費電力算出部２７０は、動作指令情報記憶部３１０の記憶内容に基
づいて各機能の動作時間を算出（推定）することができる。具体的には、動作指令情報記
憶部３１０の動作指令履歴情報３１２が「１」となっている期間を機能毎に集計すること
により、各機能の動作時間を算出（推定）することができる。なお、図６（ａ）では、説
明の容易のため、各動作時間を、Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５、Ｔ６（ｍｉｎ）として
省略して示す。
【００７６】
　図６（ｂ）には、消費電力算出部２７０により算出される各機能の消費電力の一例を示
す。すなわち、図６（ｂ）には、各機能と実消費電力との関係として、機能３１７および
消費電力３１８を関連付けて示す。
【００７７】
　ここで、消費電力算出部２７０は、算出された各機能の動作時間（図６（ａ）に示す）
と、定格消費電力情報記憶部３００の記憶内容とに基づいて、各機能の消費電力を算出す
ることができる。具体的には、消費電力算出部２７０は、図６（ａ）に示す各機能の動作
時間Ｔｎ（ｎは１以上の整数）と、図４に示す各機能の定格消費電力Ｗｎ（ｎは１以上の
整数）とを乗算することにより、各機能の消費電力を算出することができる。なお、図６
（ｂ）では、説明の容易のため、各機能の単位時間当たりの消費電力を、Ｗ１１、Ｗ２２
、Ｗ３３、Ｗ４４、Ｗ５５、Ｗ６６（ｍＷ）として省略して示す。
【００７８】
　［対策情報記憶部の内容例］
　図７は、本技術の第１の実施の形態における対策情報記憶部３２０の記憶内容の一例を
模式的に示す図である。
【００７９】
　対策情報記憶部３２０は、撮像装置１００が備える各機能の消費電力を抑制するための
有効な対策（対策情報）を記憶するものである。対策情報記憶部３２０には、機能３２１
および対策情報３２２が関連付けて記憶されている。
【００８０】
　機能３２１は、撮像装置１００が備える各機能である。なお、機能３２１は、図４に示
す機能３０１に対応するものである。
【００８１】
　対策情報３２２は、撮像装置１００が備える各機能の消費電力を抑制するための有効な
対策（対策情報）である。なお、図７では、説明の容易のため、１つの機能について１つ
の有効な対策のみを示すが、１つの機能について複数の有効な対策を関連付けて記憶する
ようにしてもよい。また、対策情報３２２の内容については、図１０の省エネ対策表示領
域４２５、４２６に示すように、表示部１３２に表示される。
【００８２】
　［バッテリ残量の検出例］
　図８は、本技術の第１の実施の形態におけるバッテリ情報取得部２６０により取得され
るバッテリ残量の遷移を簡略化して示す図である。なお、図８において、横軸を時間軸と
し、縦軸をバッテリ電圧の値を示す軸とする。
【００８３】
　図８では、バッテリセル１７０がフル充電された場合におけるバッテリ電圧をＡ１［Ｖ
］で示し、予め設定されているバッテリ電圧の閾値をＡ２［Ｖ］で示す。
【００８４】
　制御部２８０は、バッテリ情報取得部２６０により取得されたバッテリ電圧を一定間隔
でセンシングしているものとする。そして、制御部２８０は、バッテリ情報取得部２６０
により取得されたバッテリ電圧が、閾値Ａ２［Ｖ］以下になったことを検出した場合には
、バッテリ残量が少なくなった旨をユーザに通知するための制御を行う。この通知例につ
いては、図９を参照して詳細に説明する。
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【００８５】
　ここで、閾値Ａ２［Ｖ］から０［Ｖ］までの間の所定範囲（閾値Ａ２［Ｖ］およびＡ３
［Ｖ］間）Ｐ１内に、バッテリ情報取得部２６０により取得されたバッテリ電圧が存在す
る場合に、バッテリ残量が少なくなった旨をユーザに通知するようにしてもよい。例えば
、所定範囲Ｐ１内に、バッテリ情報取得部２６０により取得されたバッテリ電圧が存在す
る場合に、所定操作（例えば、通知停止操作）が行われるまで、定期的または不定期に、
バッテリ残量が少なくなった旨をユーザに通知することができる。
【００８６】
　なお、本技術の第１の実施の形態では、バッテリ電圧が閾値Ａ２［Ｖ］以下になったか
否かを撮像装置本体１０１のマイクロコンピュータ１１０（制御部２８０）が判断する例
を示す。ただし、バッテリ電圧が閾値Ａ２［Ｖ］以下になったか否かをバッテリパック１
０２のマイクロコンピュータ１５０が判断するようにしてもよい。この場合には、バッテ
リパック１０２のマイクロコンピュータ１５０は、バッテリ電圧が閾値Ａ２［Ｖ］以下に
なった場合に、その旨を撮像装置本体１０１のマイクロコンピュータ１１０に通知する。
そして、撮像装置本体１０１のマイクロコンピュータ１１０（制御部２８０）は、その通
知に基づいて、上述したバッテリ残量が少なくなった旨をユーザに通知するための制御を
行う。
【００８７】
　［バッテリ残量通知画面の表示例］
　図９は、本技術の第１の実施の形態における表示部１３２に表示されるバッテリ残量通
知画面の一例（バッテリ残量通知画面４００）を示す図である。
【００８８】
　バッテリ残量通知画面４００は、バッテリ情報取得部２６０により取得されたバッテリ
電圧が閾値Ａ２［Ｖ］以下になった場合に、バッテリ残量が少なくなった旨をユーザに通
知するための画面である。バッテリ残量通知画面４００には、メッセージ表示領域４０１
と、「撮像モードを変更しない」ボタン４０２と、「省エネ奨励画面へ」ボタン４０３と
、「省エネモードに変更」ボタン４０４とが設けられている。
【００８９】
　メッセージ表示領域４０１には、バッテリ残量が少なくなった旨と、所望のボタンを押
下する旨とが表示される。
【００９０】
　「撮像モードを変更しない」ボタン４０２は、設定されている撮像モードを変更しない
場合に押下されるボタンである。すなわち、バッテリ残量が少なくなった場合でも、ユー
ザが撮像モードを変更せずに撮像装置１００の使用を継続して行う場合に、「撮像モード
を変更しない」ボタン４０２が押下される。例えば、ユーザが予備のバッテリパックを用
意しているような場合には、現在装着されているバッテリパック１０２のバッテリセル１
７０がなくなってもよいため、撮像モードを変更せずに撮像装置１００の使用を継続して
行うことができる。
【００９１】
　「省エネ奨励画面へ」ボタン４０３は、省エネ奨励画面を表示させる場合に押下される
ボタンである。この省エネ奨励画面については、図１０を参照して詳細に説明する。
【００９２】
　「省エネモードに変更」ボタン４０４は、設定されている撮像モードを変更して省エネ
モードを設定する場合に押下されるボタンである。この省エネモードは、撮像装置１００
が備える複数の機能のうちの所定機能を停止して消費電力を抑制するための撮像モードで
ある。なお、省エネモードについては、図１２を参照して詳細に説明する。
【００９３】
　このように、表示制御部２５０は、制御部２８０の指示に基づいて、バッテリ情報取得
部２６０により取得されたバッテリ電圧が閾値Ａ２［Ｖ］以下になった場合には、バッテ
リ残量通知画面４００を表示部１３２に表示させる。このように、バッテリ残量通知画面
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４００を表示させることにより、例えば、撮像モードを変更せずに、そのまま撮影を続け
るか、省エネ奨励画面に進むか、省エネモードに切り替えるかの選択を促す。
【００９４】
　例えば、バッテリ残量通知画面４００において、「撮像モードを変更しない」ボタン４
０２が押下された場合には、バッテリ残量が終了するまでの間、これまで通り撮影が続け
られる。また、「省エネ奨励画面へ」ボタン４０３が押下された場合には、図１０に示す
省エネ奨励画面４１０が表示されるため、各機能の消費電力や各機能の消費電力を抑制す
るための対策等を見ることができる。また、「省エネモードに変更」ボタン４０４が押下
された場合には、省エネモードが設定され、所定機能の停止処理が自動で行われる。
【００９５】
　［省エネ奨励画面の表示例］
　図１０は、本技術の第１の実施の形態における表示部１３２に表示される省エネ奨励画
面の一例（省エネ奨励画面４１０）を示す図である。
【００９６】
　省エネ奨励画面４１０は、図９に示すバッテリ残量通知画面４００において「省エネ奨
励画面へ」ボタン４０３が押下された後に表示される画面である。省エネ奨励画面４１０
には、期間タブ４１１乃至４１５と、ＯＫボタン４１６と、消費電力内訳表示領域４２０
と、省エネ対策表示領域４２５、４２６とが設けられている。
【００９７】
　期間タブ４１１乃至４１５は、消費電力内訳表示領域４２０に表示される消費電力内訳
を計算する際における期間を選択するためのタブである。図１０では、３時間単位タブ４
１１と、半日単位タブ４１２と、一日単位タブ４１３と、イベント単位タブ４１４と、バ
ッテリ使用開始時からタブ４１５とが、期間タブ４１１乃至４１５として設けられている
例を示す。
【００９８】
　３時間単位タブ４１１は、現在から３時間前までの消費電力内訳を消費電力内訳表示領
域４２０に表示させるためのタブである。
【００９９】
　半日単位タブ４１２は、現在を含む半日（午前０時から正午まで、または、正午から午
後１２時（２４時）まで）の消費電力内訳を消費電力内訳表示領域４２０に表示させるた
めのタブである。
【０１００】
　一日単位タブ４１３は、現在を含む一日（午前０時から午後１２時（２４時）まで）の
消費電力内訳を消費電力内訳表示領域４２０に表示させるためのタブである。
【０１０１】
　イベント単位タブ４１４は、現在を含むイベントの消費電力内訳を消費電力内訳表示領
域４２０に表示させるためのタブである。なお、イベントは、例えば、運動会や旅行等の
ように、複数回の撮像動作が連続的または断続的に行われる一定期間を意味する。例えば
、電源オフ時から次の電源オン時までの期間が所定時間以内（例えば、３時間以内）の場
合には、前回の撮像動作期間および今回の撮像動作期間を同一のイベントとすることがで
きる。また、例えば、電源オフ時から次の電源オン時までの期間が所定時間以内となる３
以上の撮像動作期間を同一のイベントとすることができる。
【０１０２】
　バッテリ使用開始時からタブ４１５は、現在装着されているバッテリパック１０２の使
用開始時（または、バッテリ充電終了時）からの消費電力内訳を消費電力内訳表示領域４
２０に表示させるためのタブである。
【０１０３】
　なお、図１０では、３時間単位タブ４１１が選択されている状態を示す。また、消費電
力内訳表示領域４２０に表示される消費電力内訳を計算する際における期間は、上述した
期間（３時間、半日、一日等）に限定されることなく、それ以外の期間を用いるようにし
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てもよい。
【０１０４】
　ＯＫボタン４１６は、省エネ奨励画面４１０に表示されている内容を確認した後に押下
されるボタンである。ＯＫボタン４１６が押下された場合には、図１１（ａ）に示す停止
機能選択画面４３０が表示される。
【０１０５】
　消費電力内訳表示領域４２０は、消費電力算出部２７０により算出された消費電力を機
能別に識別可能に表示するための領域である。図１０では、ドーナツ型の円状グラフによ
り消費電力を機能別に表示する例を示す。例えば、円状グラフにおいて、時計の１２時の
位置から時計回りに、消費電力が高い順に色別されて各機能の消費電力の割合が表示され
る。また、消費電力内訳表示領域４２０において、円状グラフの右側には、各機能の名称
が上から並べて消費電力が高い順に表示される。なお、各機能の名称の左側の矩形内の色
と、円状グラフにおける各機能に対応する領域の色とは、同一機能については同一とする
。
【０１０６】
　例えば、消費電力算出部２７０により算出された消費電力のうち、消費電力が最も高い
機能が手振れ補正であり、２番目に高い消費電力の機能が静止画記録（シャッター）であ
る場合を想定する。この場合には、円状グラフにおいて、消費電力が最も高い機能「手振
れ」に対応する扇形領域４２１は、時計の１２時の位置から時計回りに表示される。また
、消費電力が２番目に高い機能「シャッター」に対応する扇形領域４２２は、扇形領域４
２１に時計回りに隣接して表示される。
【０１０７】
　また、消費電力内訳表示領域４２０において、円状グラフの右側には、消費電力が最も
高い機能「手振れ」４２３、消費電力が２番目に高い機能「シャッター」４２４の順序で
上から並べて表示される。
【０１０８】
　なお、図１０では、円状グラフにより各機能に関する消費電力を表示する例を示すが、
他の表示態様により各機能に関する消費電力を表示するようにしてもよい。例えば、棒状
グラフ、筒状グラフ、数値等により各機能に関する消費電力を表示することができる。
【０１０９】
　省エネ対策表示領域４２５、４２６は、消費電力算出部２７０により算出された消費電
力のうち、消費電力が比較的高い１または複数の機能に関する省エネ対策を表示するため
の領域である。図１０では、消費電力が高い２つの機能に関する省エネ対策を表示する例
を示す。すなわち、省エネ対策表示領域４２５には、消費電力が最も高い機能「手振れ」
に関する省エネ対策が表示され、省エネ対策表示領域４２６には、消費電力が２番目に高
い機能「シャッター」に関する省エネ対策が表示される。なお、これらの省エネ対策につ
いては、対策情報記憶部３２０の記憶内容に基づいて表示制御部２５０が表示部１３２に
表示させる。
【０１１０】
　このように、ユーザ自身が所定期間（例えば、３時間単位、半日単位）において、どの
ように撮像動作を続けてきたかとともに、それに対する省エネ対策を省エネ奨励画面４１
０に表示することができる。また、省エネ奨励画面４１０を表示することにより、ユーザ
は、バッテリ残量を効率的に活用する方法を容易に知ることができる。
【０１１１】
　例えば、図１（ａ）に示すように、撮像装置１００を手に持った状態でユーザ１０が動
画の撮像動作を行っている状態で、表示部１３２に省エネ奨励画面４１０が表示された場
合を想定する。この場合には、ユーザ１０が省エネ奨励画面４１０の省エネ対策表示領域
４２５を見ることにより、図１（ｂ）に示すように、撮像装置１００を三脚２０に固定し
た状態で動画の撮像動作を行うことができる。このように、撮像装置１００を三脚２０に
固定した状態で動画の撮像動作を行うことにより、手振れ補正機能の動作を低減させるこ
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とができ、消費電力を抑制することができる。これにより、運動会等のように長時間の撮
像動作が継続して行われるような場合でも、バッテリが切れを防止することができる。
【０１１２】
　［省エネ奨励画面の表示例］
　図１１は、本技術の第１の実施の形態における表示部１３２に表示される停止機能選択
画面および撮像動作画面の一例（停止機能選択画面４３０、撮像動作画面４５０）を示す
図である。
【０１１３】
　図１１（ａ）に示す停止機能選択画面４３０は、図１０に示す省エネ奨励画面４１０に
おいてＯＫボタン４１６が押下された後に表示される画面であり、各機能のオン／オフを
選択するための画面である。停止機能選択画面４３０には、ＯＫボタン４３１と、停止対
象機能ボタン４４１乃至４４９とが設けられている。
【０１１４】
　ＯＫボタン４３１は、停止機能選択画面４３０に表示されている停止対象機能ボタン４
４１乃至４４９のうち、所望のボタンが押下された後に押下されるボタンである。ＯＫボ
タン４３１が押下された場合には、通常の画面（例えば、図１１（ｂ）に示す撮像動作画
面４５０）が表示される。また、ＯＫボタン４３１が押下された場合には、制御部２８０
は、押下されたボタン（停止対象機能ボタン４４１乃至４４９）に対応する機能を停止さ
せる停止処理を行う。
【０１１５】
　停止対象機能ボタン４４１乃至４４９は、各機能のオン／オフを選択するためのボタン
である。図１１（ａ）では、停止対象として選択可能な機能を、記録処理（例えば、静止
画記録処理、動画記録処理）に係る機能以外の機能とする例を示す。このため、図１０に
示す消費電力内訳表示領域４２０において、消費電力が２番目に高い機能「シャッター（
静止画記録）」に関する停止対象機能ボタンは表示されない。
【０１１６】
　また、停止対象として選択可能な機能は、例えば、アクセサリ対応機能、ズーム機能、
手振れ補正機能、フラッシュ機能、バリヤ機能、通信関連機能、オートフォーカス（ＡＦ
）機能、パネル輝度低下機能、音最適化機能とする。また、これらに対応する停止対象機
能ボタン４４１乃至４４９が表示される。なお、アクセサリ対応機能は、撮像装置１００
に取り付けられる外部装置に対応するための機能を意味する。例えば、アクセサリ対応機
能が停止された場合には、撮像装置１００に取り付けられる外部装置への通信がオフされ
る。
【０１１７】
　なお、バリヤ機能は、レンズカバーを自動で開閉させる機能を意味する。また、バリヤ
機能が停止された場合には、レンズカバーの自動開閉が停止され、レンズカバーが開放さ
れた状態となる。
【０１１８】
　また、停止対象機能ボタン４４１乃至４４９のうち、消費電力が比較的高い１または複
数の機能に対応するボタンについては、他のボタンと識別可能となるように表示させるよ
うにしてもよい。例えば、消費電力が比較的高い１または複数の機能に対応するボタンの
色と、他のボタンの色とを異なる色とすることができる。
【０１１９】
　例えば、図１０に示す消費電力内訳表示領域４２０において、消費電力が最も高い機能
は「手振れ補正」であり、消費電力が３番目に高い機能は「フラッシュ」である。この場
合には、消費電力が最も高い機能「手振れ補正」に対応する停止対象機能ボタン４４３と
、消費電力が３番目に高い機能「フラッシュ」に対応する停止対象機能ボタン４４４とに
ついては、他のボタンの色と異なる色にすることができる。なお、図１１（ａ）では、停
止対象機能ボタン４４３、４４４に対応する矩形の輪郭を太線とすることにより、他のボ
タンと識別する例を示す。なお、この例では、色分けや太線細線により、ボタンを識別可
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能に表示する例を示すが、識別可能なように表示することができれば、他の表示態様を用
いることができる。
【０１２０】
　このように、比較的高い消費電力の機能に対応する停止対象機能ボタンと、他のボタン
とを識別可能に表示することにより、ユーザが機能のオン／オフを判断する場合に、その
判断を容易とすることができる。
【０１２１】
　また、停止機能選択画面４３０を表示することにより、ユーザが短時間（バッテリ残量
がなくなるまでの期間）だけ停止してもよいと考えている機能のみを容易に選択すること
ができる。これにより、バッテリ残量を有効に使いつつ、残りの撮像動作にスムーズに移
行することができる。
【０１２２】
　図１１（ｂ）に示す撮像動作画面４５０は、図１１（ａ）に示す停止機能選択画面４３
０においてＯＫボタン４３１が押下された後に表示される画面であり、通常の撮像動作時
に表示される画面の一例である。撮像動作画面４５０には、「停止機能選択画面へ」ボタ
ン４５１が設けられている。なお、撮像動作画面４５０における他の領域には、例えば、
撮像動作時に表示される他の画像（例えば、図１１（ｂ）に示すスルー画像）が表示され
る。
【０１２３】
　「停止機能選択画面へ」ボタン４５１は、図１１（ａ）に示す停止機能選択画面４３０
を表示させる際に押下されるボタンである。すなわち、「停止機能選択画面へ」ボタン４
５１が押下された場合には、図１１（ａ）に示す停止機能選択画面４３０が表示される。
【０１２４】
　このように、図１１（ａ）に示す停止機能選択画面４３０において、停止機能の選択操
作を行った後に、撮像動作が行われている状態でも、「停止機能選択画面へ」ボタン４５
１を押下することにより、停止機能の選択操作を再度行うことができる。すなわち、撮像
動作画面４５０に「停止機能選択画面へ」ボタン４５１を設けることにより、ユーザが所
望するタイミングで停止機能の選択操作を再度行うことができる柔軟性を有することがで
きる。
【０１２５】
　［撮像装置の動作例］
　図１２は、本技術の第１の実施の形態における撮像装置１００による表示処理の処理手
順の一例を示すフローチャートである。
【０１２６】
　最初に、制御部２８０は、バッテリ情報取得部２６０により取得されたバッテリ電圧が
閾値Ａ２［Ｖ］以下になったか否かを判断し（ステップＳ９０１）、バッテリ電圧が閾値
Ａ２［Ｖ］以下になっていない場合には、監視を継続して行う。一方、バッテリ電圧が閾
値Ａ２［Ｖ］以下になった場合には（ステップＳ９０１）、表示制御部２５０は、制御部
２８０の指示に基づいて、バッテリ残量通知画面４００（図９に示す）を表示部１３２に
表示させる（ステップＳ９０２）。
【０１２７】
　続いて、制御部２８０は、バッテリ残量通知画面４００においてボタンの押下操作が行
われたか否かを判断し（ステップＳ９０３）、ボタンの押下操作が行われていない場合に
は、監視を継続して行う。一方、ボタンの押下操作が行われた場合には（ステップＳ９０
３）、制御部２８０は、押下操作が行われたボタンを判断する（ステップＳ９０４）。
【０１２８】
　「撮像モードを変更しない」ボタン４０２の押下操作が行われた場合には（ステップＳ
９０４）、現在設定されている機能が継続して使用されるため、表示処理の動作を終了す
る。
【０１２９】
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　また、「省エネ奨励画面へ」ボタン４０３の押下操作が行われた場合には（ステップＳ
９０４）、消費電力算出部２７０は、制御部２８０の指示に基づいて、所定期間における
複数の機能に関する消費電力を機能毎に算出する（ステップＳ９０５）。続いて、表示制
御部２５０は、制御部２８０の指示に基づいて、省エネ奨励画面４１０（図１０に示す）
を表示部１３２に表示させる（ステップＳ９０６）。なお、ステップＳ９０５は、特許請
求の範囲に記載の算出手順の一例である。また、ステップＳ９０６は、特許請求の範囲に
記載の表示手順の一例である。
【０１３０】
　続いて、制御部２８０は、省エネ奨励画面４１０において期間タブ（図１０に示す期間
タブ４１１乃至４１５）の選択操作が行われたか否かを判断する（ステップＳ９０７）。
そして、その選択操作が行われた場合には（ステップＳ９０７）、表示制御部２５０は、
選択された期間タブに対応する期間について算出された機能毎の消費電力を含む省エネ奨
励画面４１０を表示部１３２に表示させる（ステップＳ９０８）。
【０１３１】
　その選択操作が行われていない場合には（ステップＳ９０７）、制御部２８０は、省エ
ネ奨励画面４１０においてＯＫボタン４１６（図１０に示す）の押下操作が行われたか否
かを判断する（ステップＳ９０９）。その押下操作が行われていない場合には（ステップ
Ｓ９０９）、ステップＳ９０７に戻る。一方、その押下操作が行われた場合には（ステッ
プＳ９０９）、表示制御部２５０は、制御部２８０の指示に基づいて、停止機能選択画面
４３０（図１１に示す）を表示部１３２に表示させる（ステップＳ９１０）。
【０１３２】
　続いて、制御部２８０は、停止機能選択画面４３０においてボタンの押下操作が行われ
たか否かを判断する（ステップＳ９１１）。その押下操作が行われていない場合には（ス
テップＳ９１１）、監視を継続して行う。一方、その押下操作が行われた場合には（ステ
ップＳ９１１）、制御部２８０は、押下されたボタンに応じた処理を行い（ステップＳ９
１２）、表示処理の動作を終了する。例えば、停止対象機能ボタン４４１乃至４４９のう
ち、１または複数の停止対象機能ボタンが押下され、ＯＫボタン４３１が押下された場合
には、制御部２８０は、押下された停止対象機能ボタンに対応する機能を停止する停止処
理を行う。
【０１３３】
　また、「省エネモードに変更」ボタン４０４の押下操作が行われた場合には（ステップ
Ｓ９０４）、消費電力算出部２７０は、制御部２８０の指示に基づいて、所定期間におけ
る複数の機能に関する消費電力を機能毎に算出する（ステップＳ９１３）。続いて、制御
部２８０は、消費電力算出部２７０により算出された消費電力が所定値を基準として大き
い１または複数の機能に関する消費電力を自動で抑制するための特定モードを設定する（
ステップＳ９１４）。この特定モードが設定された場合には、例えば、消費電力算出部２
７０により算出された消費電力が所定値を基準として大きい１または複数の機能の停止処
理が行われる。ただし、上述したように、特定の機能（例えば、記録処理（静止画記録処
理、動画記録処理））に係る機能以外の機能のみを停止対象とするものとする。
【０１３４】
　このように、制御部２８０は、バッテリ残量が所定値を基準として少ない場合に、消費
電力算出部２７０により算出された消費電力が所定値を基準として大きい１または複数の
機能に関する消費電力を自動で抑制するための特定モードを設定するための制御を行う。
【０１３５】
　＜２．変形例＞
　本技術の第１の実施の形態では、各機能に関する消費電力を算出する際に基準となるイ
ベント（例えば、図１０に示すイベント単位タブ４１４）については、時間情報に基づい
て設定する例を示した。ただし、時間情報以外の情報を用いてイベントを設定するように
してもよい。
【０１３６】
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　そこで、この変形例では、時間情報以外の情報（例えば、位置情報）を用いてイベント
を設定する例を示す。なお、この変形例における撮像装置の構成については、図２、図３
等に示す例と略同様である。このため、本技術の第１の実施の形態と共通する部分につい
ては、その説明の一部を省略する。
【０１３７】
　撮像装置１００は、位置情報取得部（図示せず）を備える。この位置情報取得部は、撮
像装置１００が存在する位置を特定するための位置情報を取得するものであり、この取得
された位置情報を制御部２８０に出力する。位置情報取得部は、例えば、ＧＰＳ（Global
 Positioning System）信号受信アンテナにより受信されたＧＰＳ信号に基づいて位置情
報を算出するＧＰＳユニットにより実現することができる。この算出された位置情報には
、ＧＰＳ信号の受信時における緯度、経度、高度等の位置に関する各データが含まれる。
また、他の位置情報の取得方法により位置情報を取得する位置情報取得装置を用いるよう
にしてもよい。例えば、周囲に存在する無線ＬＡＮ（Local Area Network）によるアクセ
スポイント情報を用いて位置情報を導き出し、この位置情報を取得する位置情報取得装置
を用いるようにしてもよい。
【０１３８】
　また、制御部２８０は、位置情報取得部から出力された位置情報を動作指令履歴情報３
１２に関連付けて動作指令情報記憶部３１０に記録する。そして、消費電力算出部２７０
は、動作指令情報記憶部３１０の記憶内容に基づいて、イベント単位の消費電力を算出す
る。このイベントは、例えば、運動会や旅行等のように、一定範囲内の場所において複数
回の撮像動作が連続的または断続的に行われる一定期間を意味する。例えば、位置情報取
得部により取得された位置情報により特定される位置が所定範囲（例えば、３ｋｍ）内に
存在する期間を同一のイベントとすることができる。
【０１３９】
　ここで、例えば、長時間撮影等によりバッテリ残量が少なくなった際に、撮像装置１０
０の表示部１３２にバッテリ残量を表示する場合を想定する。例えば、バッテリ残量を単
位時間当たりの消費電力で除算して使用可能時間を求め、この使用可能時間を表示したり
、完全に充電された状態を１００％とし、これに対するバッテリ残量を表示したりするこ
とが想定される。例えば、グラフィカルなバーの長短で表示することが想定される。
【０１４０】
　しかしながら、これらの表示方法では、ユーザがどの機能にどの程度の電力を消費した
かを知ることが困難であることが想定される。すなわち、自分自身の撮影スタイルがどの
ように電力を消費しているかについて実感をもつことができないおそれがある。
【０１４１】
　そこで、本技術の実施の形態では、消費電力が異なる複数の機能を備える撮像装置１０
０において、長時間撮影等によりバッテリ残量が少なくなった際に、ユーザの使用履歴に
基づいて、ユーザがどの機能にどの程度の電力を消費したかを計算により求める。そして
、求められた消費電力の内訳とともに、消費電力が高い機能に関する消費電力を抑制する
ための対策をユーザに提示することができる。また、ユーザは、その内訳および対策を見
ることにより、バッテリ残量を効率的に活用する方法を容易に知ることができる。また、
ユーザ自身の撮影スタイルを参考にしながら、各機能のオン／オフを選択することができ
るため、さらに効果的な省エネ方法を見つけることができる。また、ユーザ自身の撮影ス
タイルに応じて、各機能のオン／オフを自動で設定することができる。
【０１４２】
　また、バッテリパック１０２のマイクロコンピュータ１５０にバッテリ残量検知部およ
びバッテリ残量記憶部を装備することにより、例えば、バッテリパック１０２以外の他の
バッテリパックに交換しても、バッテリ残量との対応をとることができる。
【０１４３】
　なお、本技術の実施の形態では、撮像部２１０を備える撮像装置１００を例にして説明
したが、撮像部を着脱可能な撮像装置（電子機器）に本技術の実施の形態を適用すること
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ができる。また、撮像機能付き携帯電話機や撮像機能付き携帯端末装置等の電子機器に本
技術の実施の形態を適用することができる。
【０１４４】
　なお、上述の実施の形態は本技術を具現化するための一例を示したものであり、実施の
形態における事項と、特許請求の範囲における発明特定事項とはそれぞれ対応関係を有す
る。同様に、特許請求の範囲における発明特定事項と、これと同一名称を付した本技術の
実施の形態における事項とはそれぞれ対応関係を有する。ただし、本技術は実施の形態に
限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において実施の形態に種々の変形を
施すことにより具現化することができる。
【０１４５】
　また、上述の実施の形態において説明した処理手順は、これら一連の手順を有する方法
として捉えてもよく、また、これら一連の手順をコンピュータに実行させるためのプログ
ラム乃至そのプログラムを記憶する記録媒体として捉えてもよい。この記録媒体として、
例えば、ＣＤ（Compact Disc）、ＭＤ（MiniDisc）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）
、メモリカード、ブルーレイディスク（Blu-ray Disc（登録商標））等を用いることがで
きる。
【０１４６】
　なお、本技術は以下のような構成もとることができる。
（１）　所定期間における複数の機能に関する消費電力を機能毎に算出する算出部と、
　前記算出された機能毎の消費電力と、前記複数の機能のうちの所定数の機能に関する消
費電力を抑制するための対策とを表示部に表示させるための制御を行う制御部と
を具備する撮像装置。
（２）　前記制御部は、前記複数の機能のうちの所定条件を満たす機能に係る前記対策を
前記表示部に表示させるための制御を行う前記（１）に記載の撮像装置。
（３）　前記制御部は、前記算出された消費電力が所定値を基準として大きい１または複
数の機能を前記所定条件を満たす機能とし、前記所定条件を満たす機能に係る前記対策を
前記表示部に表示させるための制御を行う前記（２）に記載の撮像装置。
（４）　前記制御部は、前記算出された消費電力を機能毎に識別可能に前記表示部に表示
させるための制御を行う前記（１）から（３）のいずれかに記載の撮像装置。
（５）　前記制御部は、前記撮像装置に内蔵または装着されているバッテリ残量が所定値
を基準として少ない場合に、前記機能毎の消費電力と前記所定数の機能に係る前記対策と
を前記表示部に表示させるための制御を行う前記（１）から（４）のいずれかに記載の撮
像装置。
（６）　前記制御部は、前記撮像装置に内蔵または装着されているバッテリ残量が所定値
を基準として少ない場合に、前記機能毎の消費電力と前記所定数の機能に係る前記対策と
を前記表示部に表示させる第１操作と、１または複数の機能に関する消費電力を自動で抑
制するための特定モードを設定する第２操作との何れかを行うための操作画面を前記表示
部に表示させるための制御を行う前記（１）から（４）のいずれかに記載の撮像装置。
（７）　前記複数の機能は、ユーザ操作により停止または変更可能な機能である前記（１
）から（６）のいずれかに記載の撮像装置。
（８）　前記制御部は、前記機能毎の消費電力と前記所定数の機能に係る前記対策とを前
記表示部に表示させた後に、前記複数の機能のうちの所望の機能を停止させる停止操作を
行うための停止操作画面を前記表示部に表示させるための制御を行う前記（１）から（７
）のいずれかに記載の撮像装置。
（９）　前記制御部は、前記所定数の機能に係る前記停止操作を行うための操作領域と、
他の機能に係る前記停止操作を行うための操作領域とが異なる表示態様となるように前記
停止操作画面を前記表示部に表示させるための制御を行う前記（８）に記載の撮像装置。
（１０）　前記算出部は、前記所定期間として複数の期間における前記機能毎の消費電力
を当該期間毎に算出し、
　前記制御部は、前記複数の期間のうち、ユーザ操作により選択された期間について算出
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前記（１）から（９）のいずれかに記載の撮像装置。
（１１）　前記制御部は、前記撮像装置に内蔵または装着されているバッテリ残量が所定
値を基準として少ない場合に、前記算出された消費電力が所定値を基準として大きい１ま
たは複数の機能に関する消費電力を自動で抑制するための特定モードを設定するための制
御を行う前記（１）に記載の撮像装置。
（１２）　所定期間における複数の機能に関する消費電力を機能毎に算出する算出手順と
、
　前記算出された機能毎の消費電力と、前記複数の機能のうちの所定数の機能に関する消
費電力を抑制するための対策とを表示部に表示させる表示手順と
を具備する撮像装置の制御方法。
（１３）　所定期間における複数の機能に関する消費電力を機能毎に算出する算出手順と
、
　前記算出された機能毎の消費電力と、前記複数の機能のうちの所定数の機能に関する消
費電力を抑制するための対策とを表示部に表示させる表示手順と
をコンピュータに実行させるプログラム。
【符号の説明】
【０１４７】
　２０　三脚
　１００　撮像装置
　１０１　撮像装置本体
　１０２　バッテリパック
　１１０　マイクロコンピュータ
　１２０　不揮発性メモリ
　１３０　入出力部
　１３１　操作受付部
　１３２　表示部
　１４０　撮像処理部
　１５０　マイクロコンピュータ
　１６０　不揮発性メモリ
　１７０　バッテリセル
　２１０　撮像部
　２２０　画像処理部
　２３０　記録制御部
　２４０　コンテンツ記憶部
　２５０　表示制御部
　２６０　バッテリ情報取得部
　２７０　消費電力算出部
　２８０　制御部
　３００　定格消費電力情報記憶部
　３１０　動作指令情報記憶部
　３２０　対策情報記憶部
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